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勝野 頼彦   国立教育政策研究所 教育課程研究センター長（平成26年 7月まで） 
 
【研究副代表者】 
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【企画運営委員】 
田口 重憲   国立教育政策研究所 研究企画開発部長 （平成27年 9月から） 
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渡邊 恵子   国立教育政策研究所 研究企画開発部長 （平成27年 2月から3月まで， 
平成27年 8月から9月まで） 
大月 光康 国立教育政策研究所 研究企画開発部長 （平成27年 1月まで） 
 
【国際研究班（教育課程担当）所外委員】（ ）内は担当国 
二宮 皓 比治山大学 学長 （総括） 
青木 麻衣子 北海道大学 准教授 （オーストラリア） 
新井 浅浩 城西大学 教授 （イギリス） 
上原 秀一 宇都宮大学 准教授 （フランス） 
遠藤 貴広 福井大学 准教授 （アメリカ合衆国） 
河合 久 国立教育政策研究所 特任フェロー 
坂野 慎二 玉川大学 教授 （ドイツ） 
下村 智子 三重大学 准教授 （カナダ） 
二宮 衆一   和歌山大学 准教授 （イギリス） 
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清水 欽也 広島大学 教授 （カナダ） 
畑中 敏伸 東邦大学 准教授 （カナダ） 
山下 修一 千葉大学 教授 （シンガポール） 
大嶌 竜午 千葉大学 特任助教 （シンガポール） 
各務 南 広島大学 院生 (フランス) 
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保坂 修男 山梨大学教育学部附属小学校 教諭 
本所 克寿 神戸大学附属小学校 教諭 
橘 慎二郎 香川大学教育学部附属高松小学校 教諭  
黒田 拓志 香川大学教育学部附属高松小学校 教諭  
二串 英一 福岡教育大学附属福岡小学校 教諭 
上村 慎吾 新潟大学教育学部附属新潟中学校 指導教諭  
濁川 朋也 上越教育大学附属中学校 指導教諭 
柴田 広祐 静岡大学教育学部附属浜松中学校 教諭 
鈴木 昌二 広島大学附属三原小学校 教諭 
松本 裕子 広島大学附属三原中学校 教諭 
小林 理昭 香川大学教育学部附属坂出中学校 副校長 
山下 雅文 広島大学附属福山中・高等学校 教諭 
井上 純一 広島大学附属高等学校 教諭 
山本 吉次 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 主幹教諭 
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喜多 英一 大阪府教育センター 指導主事 
鈴木 寧子 栃木県教育委員会事務局学校教育課 副主幹 
蘇武 和成 神奈川県教育委員会教育局指導部高校教育課 指導主事 






寺田 光宏 岐阜聖徳学園大学 教授 （ドイツ） 
遠藤 優介 愛知教育大学 助教 （ドイツ） 
清水 欽也 広島大学 教授 （カナダ） 
畑中 敏伸 東邦大学 准教授 （カナダ） 
山下 修一 千葉大学 教授 （シンガポール） 
大嶌 竜午 千葉大学 特任助教 （シンガポール） 
各務 南 広島大学 院生 (フランス) 
李 智源 韓国教員大学 学術研究教授（韓国） 
 
【国際研究班（社会科担当）所外委員】（ ）内は担当国 




保坂 修男 山梨大学教育学部附属小学校 教諭 
本所 克寿 神戸大学附属小学校 教諭 
橘 慎二郎 香川大学教育学部附属高松小学校 教諭  
黒田 拓志 香川大学教育学部附属高松小学校 教諭  
二串 英一 福岡教育大学附属福岡小学校 教諭 
上村 慎吾 新潟大学教育学部附属新潟中学校 指導教諭  
濁川 朋也 上越教育大学附属中学校 指導教諭 
柴田 広祐 静岡大学教育学部附属浜松中学校 教諭 
鈴木 昌二 広島大学附属三原小学校 教諭 
松本 裕子 広島大学附属三原中学校 教諭 
小林 理昭 香川大学教育学部附属坂出中学校 副校長 
山下 雅文 広島大学附属福山中・高等学校 教諭 
井上 純一 広島大学附属高等学校 教諭 
山本 吉次 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 主幹教諭 
 
〇第3章 6節 
小崎 早苗 愛知県総合教育センター 教科研究室長  
岡本 真澄 大阪府教育センター 主任指導主事 
喜多 英一 大阪府教育センター 指導主事 
鈴木 寧子 栃木県教育委員会事務局学校教育課 副主幹 
蘇武 和成 神奈川県教育委員会教育局指導部高校教育課 指導主事 
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（平成27年 7月まで） 
小久保 智史 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 学力調査課長 
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        東京大学 大学総合教育研究センター教授（フェロー）（平成28年 4月から） 
        東京大学 高大接続研究開発センター教授（フェロー）（平成28年 10月から） 
松尾 知明 国立教育政策研究所 初等中等教育研究部 総括研究官 
福本 徹 国立教育政策研究所 生涯学習政策研究部 総括研究官 
後藤 顕一 国立教育政策研究所 教育課程研究センター基礎研究部 総括研究官 
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平成28年 5 月 25 日  新潟大学教育学部附属長岡小学校 
 5 月 26 日 -27日 山形大学附属中学校 
 6 月 3 日  鳴門教育大学附属中学校 
 6 月 17 日  香川大学教育学部附属坂出中学校 
 6 月 22 日  北広島町立芸北小学校 
 6 月 25 日  関西大学初等部 
 6 月 27 日  横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校 
 6 月 28 日  埼玉県立浦和高等学校 
 ７ 月 28 日  信州大学教育学部附属長野中学校 
 9 月 6 日  埼玉県立川越初雁高等学校 
 9 月 9 日  愛知県立一宮高等学校 
 9 月 16 日  千葉県立千葉東高等学校 
 10 月 1 日  埼玉県立伊奈学園中学校・高等学校 
 10 月 3 日  埼玉県立戸田翔陽高等学校 
 10 月 13 日 -15日 横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校 
 10 月 14 日  静岡大学教育学部附属静岡中学校 
 10 月 21 日  新潟大学教育学部附属新潟中学校 
 10 月 24 日  神奈川県立大磯高等学校 
 10 月 24 日  上越教育大学附属中学校 
 10 月 28 日  宮城教育大学附属中学校 
 10 月 31 日  福岡教育大学附属福岡小学校 
 11 月 1 日  福岡教育大学附属久留米中学校 
 11 月 1 日  山形県立東桜学館中学校・高等学校 
 11 月 9 日  北海道教育大学附属函館中学校 
 11 月 12 日  佐賀大学教育学部附属中学校 
 11 月 18 日  島根大学教育学部附属中学校 
 11 月 21 日  神奈川県立大磯高等学校 
 11 月 21 日  高知県梼原町立梼原学園 
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学習指導要領の改訂に向けて，2016（平成 28）年 12 月 21 日に中央教育審議会から文部
科学大臣に対して出された答申（「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」）では，第 1 部第 9 章に評価が「何が身
に付いたか（学習評価の充実）」として位置付けられ，「何ができるようになるか（育成を
目指す資質・能力）」（第 5 章）に向けて，「何を学ぶか」（第 6 章）や「どのように学ぶか」
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に付いたか（学習評価の充実）」として位置付けられ，「何ができるようになるか（育成を
目指す資質・能力）」（第 5 章）に向けて，「何を学ぶか」（第 6 章）や「どのように学ぶか」


























ては，第 2 章 3 節で触れるため，ここでは，その要点だけ記す（中教審, pp.60-63）。 
新学習指導要領では，学習評価の意義を踏まえ，「目標に準拠した評価」の実質化等の観
点から，資質・能力の三つの柱，すなわち，「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」，
-   1   - -   1   -
























































































































































１. 教育課程の基準・指導要録等にみる評価の考え方  
（１） 学習評価に関する基本的な考え方 
学習指導要領の改訂に向けて，平成 28（2016）年 12 月 21 日中央教育審議会から文部科
学大臣に答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について」が手交された。その第 9 章「何が身に付いたか －学習評
価の充実－」では，「１．学習評価の意義等」が，次のように示されている。 
 































１. 教育課程の基準・指導要録等にみる評価の考え方  
（１） 学習評価に関する基本的な考え方 
学習指導要領の改訂に向けて，平成 28（2016）年 12 月 21 日中央教育審議会から文部科
学大臣に答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について」が手交された。その第 9 章「何が身に付いたか －学習評
価の充実－」では，「１．学習評価の意義等」が，次のように示されている。 
 
                                                  
1本資料は下記で確認できる。 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/061/siryo/__i
csFiles/afieldfile//2016/0201/1366444_6_2.pdf  













































































































る児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（22 文科初第 1 号, 平成 22






































る児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（22 文科初第 1 号, 平成 22







年 11月，高等学校平成24年 11月 http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html）。 
-   7   -
（３）学習指導要領と指導要録等にみる学習評価の変遷 
小学校学習指導要領は，これまで試案も含め，計 8 回（昭和 26，33，43，44，52，平成
元，10，20 年）示されている。また，小学校児童指導要録は，戦後，「学籍簿」の名称を
使用していた時期を含め，計 9 回（昭和 23，30，36，46，55，平成 3，13，22，28 年），



































及び適用について」（発教 110 号，昭和 22 年 7 月 25 日）の「八 学習結果の考査と記録に
-   7   -
（３）学習指導要領と指導要録等にみる学習評価の変遷 
小学校学習指導要領は，これまで試案も含め，計 8 回（昭和 26，33，43，44，52，平成
元，10，20 年）示されている。また，小学校児童指導要録は，戦後，「学籍簿」の名称を
使用していた時期を含め，計 9 回（昭和 23，30，36，46，55，平成 3，13，22，28 年），























































第四学年，第六学年の 3 回）， 2.その他の検査（例えば学力，性格，体力等）とされた。 
「行動の記録」 
「（五）行動の記録」は A,B,C で構成されている。「(1) A の項目」（とくに民主的社会に
おいて，望ましい行動）は，以下である。  
 
1 人と親しむ，2 人を尊敬する，3 ひろく人の立場をうけいれる，4 人と協力する，5 責任をおもんずる，
6 仕事を熱心にする，7 持久力がある，8 計画・工夫する，9 自制心がある，10 自分で判断する， 11 正
義感がある，12 正しく批判する，13 安定感がある，14 指導力を持っている，15 態度が明るい，16 礼
儀が正しい，17 きまりを理解して守る，18 探究心がある，19 美への関心を持つ，20 衛生に注意する，
21 勤労をよろこぶ，22 物を大事にする，23 以上のほか，必要と思われるものがあった場合は，つけ加え
て記入する。 
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て記入する。 












































号， 昭和 24 年 9 月 12 日）により，小学校の「学籍簿」の名称が「児童指導要録」に改め
られることとなり，児童生徒「指導要録」の名称で統一された。同時に，保存期間も小・
中・高等学校で 10 か年以上保存するように統一された。 
『学制百二十年史』は，この時期の学習評価の改善について次のようにまとめている。
「学習評価は，子供たちと教員にとっての学習に対する反省及び改善の資料となるべきで
あるととらえられ，その客観性が重視された」（文部省, 1992, p.128）。 
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➁ 昭和 30（1955）年版 指導要録  
ア 改訂の趣旨等 
 「小学校・中学校および高等学校の指導要録の改訂について」(文初中第 373 号，昭和








































➁ 昭和 30（1955）年版 指導要録  
ア 改訂の趣旨等 
 「小学校・中学校および高等学校の指導要録の改訂について」(文初中第 373 号，昭和








































➂ 昭和 36（1961）年の指導要録の改訂 
 昭和 33（1958）年～昭和 35（1960）年の学習指導要領改訂は，「教育課程の基準として
の性格の明確化」（文部科学省，2016，p.19）が特徴である。 
ア 改訂の趣旨等 
「小学校児童指導要録および中学校生徒指導要録の改訂について」（文初初第 92 号, 昭
和 36 年 2 月 13 日）が，文部省初等中等教育局長名で各都道府県教育委員会に，同初等中
等局長と大学学術局長との連名で各国立大学長あてに通達された。また，「高等学校生徒指
導要録の改訂について」（文部省初等中等教育局長通達, 文初中第 348 号, 昭和 38 年 1 月










において，普通程度のものを 3 とし，3 より特にすぐれた程度のものを 5，3 よりはなはだしく
















ごとに「A，B，C の 3 段階で記入すること。A は特にすぐれたものまたは程度の著しいもの，
B は普通，C は特に指導を要するものを意味すること」とされた。「Ⅲ所見」では，「児童（生
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の性格の明確化」（文部科学省，2016，p.19）が特徴である。 
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 各教科の「Ⅰ評定」は，「5，4，3，2，1」の 5 段階評定であり，昭和 36 年の改訂と同様，
「学習指導要領に定めるその教科の教科目標および学年目標に照らし，学級または学年に
おいて，普通の程度のものを 3 とし，3 より特にすぐれた程度のものを 5，3 よりはなはだ
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 「Ⅰ評定」については，掲げられた項目ごとに（小学校 10，中学校 11），A，B，C の 3






































 「Ⅰ評定」については，掲げられた項目ごとに（小学校 10，中学校 11），A，B，C の 3















































 「Ⅰ評定」では，小学校第 3 学年以上から中学校では，5 段階を次のように行う。 
小（中）学校学習指導要領に示す目標に照らし，学級又は学年において，普通の程度のものを 3 とし，
3 より特に優れた程度のものを 5，3 よりはなはだしく劣る程度のものを 1 とし，3 と 5 又は 3 と 1 の中
間程度のものをそれぞれ 4 又は 2 とする 
小学校第 1・2 学年については，「普通程度のものを 2 とし，2 より特に優れた程度のも




































 「Ⅰ評定」では，小学校第 3 学年以上から中学校では，5 段階を次のように行う。 
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1・2 学年）は廃止するとともに，中・高学年では，それまでの 5 段階から 3 段階（中学校





































1・2 学年）は廃止するとともに，中・高学年では，それまでの 5 段階から 3 段階（中学校


































して記入すること」とされ，各教科ともに，3，2，1 の 3 段階による評価，すなわち小学
校・中学校学習指導要領に示す目標に照らして，学級又は学年において，「普通の程度のも
の」を 2 とし，「2 より優れた程度のもの」を 3，「2 よりもはなはだしく劣る程度のもの」























                                                  
9 様式に示されている項目 
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9 様式に示されている項目 














































































































「I 観点別学習状況」には，小・中学校学習指導要領（平成 10 年度版）での各教科の目
標における実現状況を観点ごとに A,B,C の記号により評定し，記入することとしている。
その A,B,C は「十分満足できると判断されるもの」を A，「おおむね満足できると判断され
るもの」を B，「努力を要すると判断されるもの」を C とする。また，「特に必要があれば，
観点を追加して記入する」とされている。中学校の「選択教科については，生徒選択を基
本とし，生徒の特性等に応じた多様な学習活動を展開するという趣旨が生かせるよう考慮
                                                  
10 様式に示されている項目 
1 児童（生徒）の氏名，性別，生年月日及び現住所，2 保護者の氏名及び現住所，3 入学前の経歴，4 入
































「I 観点別学習状況」には，小・中学校学習指導要領（平成 10 年度版）での各教科の目
標における実現状況を観点ごとに A,B,C の記号により評定し，記入することとしている。
その A,B,C は「十分満足できると判断されるもの」を A，「おおむね満足できると判断され
るもの」を B，「努力を要すると判断されるもの」を C とする。また，「特に必要があれば，
観点を追加して記入する」とされている。中学校の「選択教科については，生徒選択を基
本とし，生徒の特性等に応じた多様な学習活動を展開するという趣旨が生かせるよう考慮
                                                  
10 様式に示されている項目 
1 児童（生徒）の氏名，性別，生年月日及び現住所，2 保護者の氏名及び現住所，3 入学前の経歴，4 入
















を 1 とする，とされている。 
中学校の選択教科については，各教科の設定目標に照らして，「十分満足できると判断さ
れるもの」を A，「おおむね満足できると判断されるもの」を B，「努力を要すると判断され





































を 1 とする，とされている。 
中学校の選択教科については，各教科の設定目標に照らして，「十分満足できると判断さ
れるもの」を A，「おおむね満足できると判断されるもの」を B，「努力を要すると判断され

























































                                                  
11 学籍に関する記録 
1 児童（生徒）の氏名， 性別， 生年月日及び現住所， 2 保護者の氏名及び現住所， 3 入学前の経歴， 
4 入学・編入学等， 5 転入学， 6 転学・退学等， 7 卒業， 8 進学先（中学校は進学先・就職先等）， 
9 学校名及び所在地， 10 校長氏名印， 学級担任者氏名印 
指導に関する記録 
1「各教科の学習の記録」，2「外国語活動の記録」（中学校はなし）， 3「総合的な学習の時間の記録」， 






































                                                  
11 学籍に関する記録 
1 児童（生徒）の氏名， 性別， 生年月日及び現住所， 2 保護者の氏名及び現住所， 3 入学前の経歴， 
4 入学・編入学等， 5 転入学， 6 転学・退学等， 7 卒業， 8 進学先（中学校は進学先・就職先等）， 
9 学校名及び所在地， 10 校長氏名印， 学級担任者氏名印 
指導に関する記録 
1「各教科の学習の記録」，2「外国語活動の記録」（中学校はなし）， 3「総合的な学習の時間の記録」， 













を 2，『努力を要する』状況と判断されるものを 1 のように区別して記入するとされ，従来






























                                                  
12 別紙 5 では，「評価の観点」として「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「外国語への慣れ親
しみ」「言語や文化に関する気付き」が例示されている。 
-   22   -





を 2，『努力を要する』状況と判断されるものを 1 のように区別して記入するとされ，従来
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（田中, 2003, pp.230-231）及び文部科学省初等中等教育局(2010)を参照して加筆。 
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【指導要録に関わる答申及び通達・通知等】 
年 答 申 通 達・通 知 等 
昭和 23 
（1948）年 
 小学校学籍簿について 昭和 23 年 11 月 12 日 
昭和 24 
（1949）年 
 中学校・高等学校生徒指導要録について 昭和 24
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成 12 年 12 月 4 日）を踏まえて，三つの機能として整理している。すなわち「指導と評価
の一体化（＝指導の改善），子どもの自己学習力の向上，保護者等外部の人々への説明責任
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u/gakuryoku/genjo.htm において次のように図（図 2－2-1）と Q&A で解説されている。 
 
 


































u/gakuryoku/genjo.htm において次のように図（図 2－2-1）と Q&A で解説されている。 
 
 




















































































































「評定」は絶対評価を加味した相対評価による 5 段階評定とされた。また，第 1 学年と











「評定」は，平成 3 (1991)年では，低学年（第 1 学年，第 2 学年）では廃止，第 3 学年
以上は 3 段階の評定で，絶対評価を加味した相対評価となった。平成 13（2001）年では，
第 3 学年以上で 3 段階評定であり，全ての評定が目標に準拠した評価となった。 
























「評定」は絶対評価を加味した相対評価による 5 段階評定とされた。また，第 1 学年と
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第 3 学年以上で 3 段階評定であり，全ての評定が目標に準拠した評価となった。 































いて（報告）」（平成 22 年 3 月 24 日）（以下『報告』と略記）において，現行学習指導要領
で行われている学習評価の現状の報告，及び学習評価の在り方の改善について示している。 
 『報告』では，「学校教育に関する意識調査」（平成 15 年度文部科学省委託調査）で調査
した教師の意識（小・中学校は平成 15 年 6 月，高等学校は平成 16 年 2 月）と「学習指導
と学習評価に対する意識調査」（平成 21 年度文部科学省委託調査）において，平成 21 年 8
月に実施された調査結果における教師の意識とを比較して現状と課題を分析している。 
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した教師の意識（小・中学校は平成 15 年 6 月，高等学校は平成 16 年 2 月）と「学習指導
と学習評価に対する意識調査」（平成 21 年度文部科学省委託調査）において，平成 21 年 8
月に実施された調査結果における教師の意識とを比較して現状と課題を分析している。 
















   表 2-2-2 調査の比較から見る「肯定的に感じている小・中学校の教師の割合」 

































ついて（報告）』.平成 22 年 3 月 24 日. 





申）』.平成 12 年 12 月 4 日. 
文部科学省（1992).『学制百二十年史』（ぎょうせい）. 
（http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1318271.htm） 
文部科学省(2016).「学習評価に関する資料」. 平成 28 年 3 月 14 日総則・評価特別部会配
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   表 2-2-2 調査の比較から見る「肯定的に感じている小・中学校の教師の割合」 

































ついて（報告）』.平成 22 年 3 月 24 日. 
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表 2-2-1 指導要録における各教科の評価の観点の変遷（小学校） 









































表 現 の 能 力
（作文，話す） 


















































































































































































































































































































































































成し平成 22 年を追記。 
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表 2-2-1 指導要録における各教科の評価の観点の変遷（小学校） 









































表 現 の 能 力
（作文，話す） 




































































































































































































































































































































































































































































































 平成 13（2001）年以降の観点別学習状況の評価の変更点を表 2－3－1 にまとめる。 
表 2－3－１ 平成 13（2001）年以降の観点別学習状況の評価の変更点 



















































 平成 13（2001）年以降の観点別学習状況の評価の変更点を表 2－3－1 にまとめる。 
表 2－3－１ 平成 13（2001）年以降の観点別学習状況の評価の変更点 
































































































































































































































































































































「評価の工夫改善に関する総合的推進地域事業」は，平成 17 年度～平成 19 年度，平成
20 年度～平成 21 年度と二度にわたって実施された。各事業の指定地域は以下である。 
 
年度 推進地域 推進地域の概要（推進校数・協力機関名） 
18/19  北海道札幌市 中学校 3 校・札幌市教育委員会，札幌市教育センター 
広島県呉市 小学校 2 校，中学校 2 校・広島県教育委員会，呉市教育委員会 
佐賀県武雄市 小学校 3 校・佐賀県教育委員会，武雄市教育委員会，佐賀大学他 
熊本県玉名市 小学校 21 校，中学校 6 校・玉名市教育研究所，玉名教育会他 






























「評価の工夫改善に関する総合的推進地域事業」は，平成 17 年度～平成 19 年度，平成
20 年度～平成 21 年度と二度にわたって実施された。各事業の指定地域は以下である。 
 
年度 推進地域 推進地域の概要（推進校数・協力機関名） 
18/19  北海道札幌市 中学校 3 校・札幌市教育委員会，札幌市教育センター 
広島県呉市 小学校 2 校，中学校 2 校・広島県教育委員会，呉市教育委員会 
佐賀県武雄市 小学校 3 校・佐賀県教育委員会，武雄市教育委員会，佐賀大学他 
熊本県玉名市 小学校 21 校，中学校 6 校・玉名市教育研究所，玉名教育会他 




































































































































その結果，C と評価された生徒はいない結果となっている。しかし，A 評価と B 評価に分か


































































その結果，C と評価された生徒はいない結果となっている。しかし，A 評価と B 評価に分か





































































































3 校が統合されるとともに小中一貫校となり，平成 23 年「梼原学園」として開校している。





































3 校が統合されるとともに小中一貫校となり，平成 23 年「梼原学園」として開校している。


























































高知県梼原町立梼原学園(2016).『平成 28 年度研究紀要』.平成 28（2016）年 11 月. 
国立教育政策研究所教育課程研究センター(2009).「評価の工夫に関する総合的推進地域事
業研究報告（平成 18・19 年度）」. （https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/repo
rt/hyouka_r19.pdf） 
国立教育政策研究所教育課程研究センター(2010).「評価の工夫に関する総合的推進地域事

































高知県梼原町立梼原学園(2016).『平成 28 年度研究紀要』.平成 28（2016）年 11 月. 
国立教育政策研究所教育課程研究センター(2009).「評価の工夫に関する総合的推進地域事
業研究報告（平成 18・19 年度）」. （https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/repo
rt/hyouka_r19.pdf） 
国立教育政策研究所教育課程研究センター(2010).「評価の工夫に関する総合的推進地域事


































より実施した。実施時期は平成 28 年 8 月である。質問紙は，166 校（小学校 73 校，中学
校 73 校，中等教育学校 4 校，高等学校 16 校）に配布し，144 校（小学校 62 校，中学校 65
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・MSLQ（Motivated Strategies for Learning Questionnaire）*における，自己効力感






































・MSLQ（Motivated Strategies for Learning Questionnaire）*における，自己効力感






































・MSLQ（Motivated Strategies for Learning Questionnaire）*における，自己効力感






























































・MSLQ（Motivated Strategies for Learning Questionnaire）*における，自己効力感























































































































































































































































































































































































































































































































































































 本節では，学校における評価の取組を紹介する。ここで取り上げる学校は，第 2 節で分
析した質問紙調査において，資質・能力の育成に関する研究を実施していると回答のあっ
た学校の中で，評価に関する取組も進めている学校から選定した。 



























 本節では，学校における評価の取組を紹介する。ここで取り上げる学校は，第 2 節で分
析した質問紙調査において，資質・能力の育成に関する研究を実施していると回答のあっ
た学校の中で，評価に関する取組も進めている学校から選定した。 























































































































ついて述べる。全 13 時間の題材構想図は資料 1 に，授業で用いた OPP シートの表と裏を資

































研究紀要「仲間と共に学び続ける子ども－学びがいを実感できる授業を通して－」   
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研究紀要「仲間と共に学び続ける子ども－学びがいを実感できる授業を通して－」   














































































































































































































































































































































































































































































































資料２ OPPシート表面（A3用紙 三つ折り） 
 





































































































































































資料２ OPPシート表面（A3用紙 三つ折り） 
 






 本校は，平成 25 年度から文部科学省研究開発学校の指定を受け，資質・能力育成に向け
た取組を附属幼稚園とともに進めてきた。幼小を一体として捉え，資質・能力育成に主眼






































 本校は，平成 25 年度から文部科学省研究開発学校の指定を受け，資質・能力育成に向け
た取組を附属幼稚園とともに進めてきた。幼小を一体として捉え，資質・能力育成に主眼
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① ② ③ ④（貢献） ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫（自己省察） ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰（粘り強さ）
Ｈ2807 4.62 4.34 3.70 4.86 4.25 4.23 3.17 4.01 4.01 4.21 4.01 4.24 4.07 4.25 4.32 4.06 4.34
H2811 4.65 4.15 3.92 4.86 4.49 4.14 3.46 4.32 4.07 4.11 4.14 4.38 4.28 4.23 4.44 4.18 4.37
H2902 4.71 4.14 3.72 4.81 4.44 3.98 2.74 4.24 4.04 4.30 4.02 4.38 4.27 4.27 4.28 3.84 4.30
H2907 4.76 4.36 3.92 4.69 4.62 4.50 3.08 4.45 4.43 3.28 4.32 4.29 4.37 4.42 4.38 4.12 4.58
H2911 4.72 3.64 3.84 4.73 4.26 4.14 3.09 4.20 3.97 4.18 3.96 4.24 4.14 4.22 4.19 3.85 4.34





























 http://ww1.fukuoka-edu.ac.jp/~fukuokas/（福岡教育大学附属福岡小学校 HP） 
（二串 英一） 
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 http://ww1.fukuoka-edu.ac.jp/~fukuokas/（福岡教育大学附属福岡小学校 HP） 
（二串 英一） 




























































質・能力」が内包的に形成されていくのである。（※資料 3，資料 4，資料 5） 
 
 (2) 評価の方法 
  ① 教科・領域の授業の評価について→総括的評価と形成的評価の視点から 
○ 課題解決の達成度を測る学習活動の設定 















































質・能力」が内包的に形成されていくのである。（※資料 3，資料 4，資料 5） 
 
 (2) 評価の方法 
  ① 教科・領域の授業の評価について→総括的評価と形成的評価の視点から 
○ 課題解決の達成度を測る学習活動の設定 
 ・ 課題解決の達成度を３観点に応じて評価基準として提示 
-   77   -




    ・ 互いの課題解決の達成度を相互評価したり，自己評価したりする場面の設定 
② 教科・領域横断的な授業の評価について（総合的な学習の時間－「生き方・学び
方」の時間）→形成的評価の視点から 













































 当校 URL－http://jhs.niigata.ed.niigata-u.ac.jp/ 
（上村 慎吾） 
-   77   -




    ・ 互いの課題解決の達成度を相互評価したり，自己評価したりする場面の設定 
② 教科・領域横断的な授業の評価について（総合的な学習の時間－「生き方・学び
方」の時間）→形成的評価の視点から 









































































































































































































































































































































































































 (3) 学習指導要領に沿った評価 
本校では，従来の観点別評価に沿った学習目標に，「浜松中版タキソノミー」で明確化
した資質・能力の分類（要素と階層レベル）を当てはめることで，目標設定の改善や評価・
評定の充実を図っている。その具体例を囲み 3 に示す。 

















【参考・引用文献】 http://hdl.handle.net/10297/9852    





















 (3) 学習指導要領に沿った評価 
本校では，従来の観点別評価に沿った学習目標に，「浜松中版タキソノミー」で明確化
した資質・能力の分類（要素と階層レベル）を当てはめることで，目標設定の改善や評価・
評定の充実を図っている。その具体例を囲み 3 に示す。 

















【参考・引用文献】 http://hdl.handle.net/10297/9852    






























































































































































































































































学 習 の 枠 づ け 自 体 を 学 習 者 た ち が












































































































































































































































































































































































































































教 科 等 の 枠 づ け の 中 で の 学 習  
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教 科 等 の 枠 づ け の 中 で の 学 習  















































































































































































































































































































































































































































幼小中の 12 年間を発達の特性や接続を意識した 5 区分（年少・年中，年長～小 2，3・4
年，小 5～中 1，中 2・3 年）で捉え，資質・能力に係る到達目標を設定した。また小中学
校では，道徳及び特別活動の一部と「総合的な学習の時間」の時数を削減し，新領域「希












































































評 価 計 画 に
沿 っ た 取 り
組みにより，
子 ど も の 状
況 を 発 達 の
段 階 を 踏 ま
え て 適 切 に
把握し，次の
指 導 へ つ な























幼小中の 12 年間を発達の特性や接続を意識した 5 区分（年少・年中，年長～小 2，3・4
年，小 5～中 1，中 2・3 年）で捉え，資質・能力に係る到達目標を設定した。また小中学
校では，道徳及び特別活動の一部と「総合的な学習の時間」の時数を削減し，新領域「希
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子 ど も の 状
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段 階 を 踏 ま
え て 適 切 に
把握し，次の
指 導 へ つ な






図１ 教育課程構造図  
-   87   -
 (3) 12 年間一貫の評価の実際 
①発達の段階に即した評価  
 



































広島大学附属三原学校園 HP https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara 
文部科学省研究開発学校指定校研究開発実施報告書 平成 28 年度〔第 5年次（延長 2年次）〕 
（鈴木 昌二・松本 裕子） 





























 (3) 12 年間一貫の評価の実際 
①発達の段階に即した評価  
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文部科学省研究開発学校指定校研究開発実施報告書 平成 28 年度〔第 5年次（延長 2年次）〕 
（鈴木 昌二・松本 裕子） 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入 門 期 ・ 幼 小 接 続 期
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ルー ブ リ ッ ク
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学年 第６学年 時期 ４月～５月  （10時間扱い） 





















































































学年 第６学年 時期 ４月～５月  （10時間扱い） 





















































































学年 第６学年 時期 ４月～５月  （10時間扱い） 

























































































学年 第８学年 時期  ４月～６月     （10時間扱い） 












































































































学年 第６学年 時期 ４月～５月  （10時間扱い） 

























































































学年 第８学年 時期  ４月～６月     （10時間扱い） 















































































































































 ① 「ものがたり」の評価 








































 ① 「ものがたり」の評価 





50 35 22 13
0% 20% 40% 60% 80% 100%
人数
評論文のパフォーマンス評価
Ｓ A B C
るため，教科ごとに指標を設け「ものがたり」であるかどうかを識別する。 
   指標１：学んだ教科の言葉を使っているか 
   指標２：学習したことと経験を結び付け，自然観の変化について書かれているか 
   指標３：その単元を学ぶ意味や価値について書かれているか 










   国語の授業を振り返って書かせた評論文について，以下のような規準で評価した。 
   規準 1：授業では出ていない新しい意見が書かれている   3 項目以上 評価 S 
   規準 2：他者の意見を引用するか，反論を書いている    2 項目   評価 A 
   規準 3：書いている途中で意見が変わっている（対象化）  1 項目   評価 B 






 ③ 「思考力・判断力・表現力」「批判的に聴き・問う能力」についての日常的評価 












 香川大学教育学部附属坂出中学校ホームページ http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~sakachu/ 
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ル 1～5 で記述し，ルーブリック全体の基礎とした。 
 (2) 授業の工夫など 
 各教科では，グループ討議，自己評価と相互評価，ロールプレイなどの協働学習を取り入
広島大学附属福山中・高等学校 グローバルコンピテンシー 








































































































































































ル 1～5 で記述し，ルーブリック全体の基礎とした。 
 (2) 授業の工夫など 
 各教科では，グループ討議，自己評価と相互評価，ロールプレイなどの協働学習を取り入
広島大学附属福山中・高等学校 グローバルコンピテンシー 













































































































































































平成 28 年 3 月，広島大学附属福山中・高等学校 
中等教育研究紀要 第 56 巻，2016 年 3 月，広島大学附属福山中・高等学校   







【問題】①あなたはどう反応しますか？   ②なぜ，そのように答えましたか？ 







































平成 28 年 3 月，広島大学附属福山中・高等学校 
中等教育研究紀要 第 56 巻，2016 年 3 月，広島大学附属福山中・高等学校   







【問題】①あなたはどう反応しますか？   ②なぜ，そのように答えましたか？ 

















































 平成 27 年度第２学期の実践（第３学年 114 名対象）におけるルーブリック評価では，教師
によるルーブリック評価（T）で T4 及び T5 の生徒が全体の 76％となった。また，T5 の生徒
（34％）のうち，自己評価（S）でも S4 及び S5 の評価をした生徒が 51％，T4 の生徒（42％）
表１．パフォーマンス課題のルーブリック 































































 平成 27 年度第２学期の実践（第３学年 114 名対象）におけるルーブリック評価では，教師
によるルーブリック評価（T）で T4 及び T5 の生徒が全体の 76％となった。また，T5 の生徒
（34％）のうち，自己評価（S）でも S4 及び S5 の評価をした生徒が 51％，T4 の生徒（42％）
表１．パフォーマンス課題のルーブリック 




















11・12 パフォー マンス課題：「ピー ター コー ンの種子の色の遺伝」はどのようにして説明できるのか 
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のうち，自己評価でも S4 及び S5 の評価をした生徒が 41％となった。さらに，１学期に T3
であった生徒（全体の 45％）のうち，86％の生徒が２学期に T5 及び T4 へと上昇，１学期に









学年及び第３学年 SS コース生徒（各 40 名程度）に対して，4 月・8 月・12 月の年間 3 回の
調査を実施し，各評価規準に対して，「よく達成されている（4），やや達成されている（3），
やや達成されていない（2），全く達成されていない（1）」として自己評価に取り組ませてい
る。また，指導教員による評価も 4 月・8 月・12 月の年間 3 回行い，各評価規準のルーブリ
ックに基づいて，「A（2），B（1），C（0）」の 3 段階で評価している。 
表３．評価規準とルーブリック（例：「科学的な思考力」） 

























 平成 28 年度第 3 学年 SS コース生徒の評価では，生徒自己評価と教員評価ともに，全ての
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1 年生で「地域課題研究」と「異文化研究」，2 年生で「グローバル提案」，3 年生で「グロ
ーバル・キャリアパス」という四つの課題研究を実践している。 
 また，本校の SGH 事業では，課題研究を進めるための基礎的教養と技能を身に付けさせ
るため，各教科の教材開発と実践を進めている（教科の SGH 化）。教科の SGH 化は，グロー
バル・リーダーとしての上記の五つの人間力を身に付けさせるものでもある。 















 「地域課題研究」では，その目標から課題発見力，課題解決力，表現力，協働性の 4 観
点によるルーブリック評価を行った。ルーブリックでは，観点ごとにレベル A～レベル C
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・平成 26 年度指定スーパーグローバルハイスクール研究開発報告書第 1 年次 平成 27 年 
・平成 26 年度指定スーパーグローバルハイスクール研究開発報告書第 2 年次 平成 28 年 
・高校教育研究第 67 号 平成 28 年 
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・高校教育研究第 67 号 平成 28 年 






































                                                  
1 IB は，平成 29 年 3 月 1 日現在，世界 140 以上の国・地域，4,784 校において実施されている。我が国
の実施校は，3 歳～12 歳対象の初等プログラム（PYP）21 校，11 歳～16 歳対象の中等教育プログラム（MYP）
11 校，16 歳～19 歳を対象としたディプロマプログラム（DP）31 校となっている。（出典：
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/1307998.htm） 




































                                                  
1 IB は，平成 29 年 3 月 1 日現在，世界 140 以上の国・地域，4,784 校において実施されている。我が国
の実施校は，3 歳～12 歳対象の初等プログラム（PYP）21 校，11 歳～16 歳対象の中等教育プログラム（MYP）


















表 3-4-１ IB で重視している活動の整理 

























































表 3-4-2 IB カリキュラムと特徴的な活動やテーマ 






































図 3-4-1  IB で重視している活動 
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表 3-4-2 IB カリキュラムと特徴的な活動やテーマ 
































































組み，研究成果を 4,000 語（日本語の 8,000 字）の論
文にまとめる。 
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組み，研究成果を 4,000 語（日本語の 8,000 字）の論
文にまとめる。 









































表 3-4-3  バカロレア機構の共通の実践要項 











理 念 … 学 校
の 教 育 上 の
信 念 と 価 値
観が IB の理
念 を 反 映 し
ているか 
1. 学校の掲げる使命と理念が，IB の使命と理念に一致すること 







8. 学校は，世界に広がる IB コミュニティーに参加すること 
















リ ー ダ ー シ
ッ プ と 体 制
… 学 校 の リ
ー ダ ー シ ッ
プ と 管 理 体
制が IB プロ
グ ラ ム の 実











リ ソ ー ス と
支 援 … 学 校
の リ ソ ー ス
と 支 援 体 制
が IB プログ
ラ ム の 実 施












































… 「 協 働 設
計」と「振り
返り」が IB
プ ロ グ ラ ム


















の 理 念 を 反
















「 指 導 」 と
「 学 習 」 …
「 指 導 」 と
「学習」が IB
の 理 念 を 反
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評 価 … 学 校
に お け る 評
価法が IB の
評 価 に 関 す
る 考 え 方 を




























図 3-4-2 MYP の学びの全体像 
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① 中等教育プログラム MYP とは 
中等教育（ミドル・イヤーズ）プログラム（MYP）は，初等教育（プライマリー・イヤー
ズ）プログラム（PYP）修了後，11 歳から 16 歳の学習者を対象にしたプログラムである。 
MYP では探究が重視され，探究テーマの設定は，グローバルな文脈で，かつ，それをそ
れぞれの教科内容の重要な概念が含まれた構成にするよう求められている。 













② MYP のカリキュラムの策定について 
        表 3-4-3 カリキュラム策定の要素 
































図 3-4-3 探究のテーマの設定と要素との関係 
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② MYP のカリキュラムの策定について 
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表 3-4-4 教科の要素 
                            2 
 
 









     表 3-4-5 学習の方法における ATL スキルの概要 
ＡＴＬスキルのカテゴリー ＭＹＰのＡＴＬスキルクラスター 
コミュニケーション 1. コミュニケーション 












                                                  
2 ATL スキルは，学習の方法（Approaches to learning）に関するスキルで，自己管理や思考に関
する能力が含まれる（表 3-4-5 参照）。 
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action, service，以下 CAS）である。「コア」の必修要件は，2 年間を通じて取り組むこと
が求められている。TOK では，人間が獲得する知識の本質を検討し，他の授業での体験と
関連付けながら同時並行的に学んでいく。また，同様に，CAS も 2 年間を通じて参加する
ことが求められる。CAS は，他の学習の成果と絡み合わされながら実施される。「IB の学習
者像」と同様，DP で学習者が過ごす 2 年間の枠を超え，生涯にわたって有益なものとして
位置付けられている。 
 
② DP カリキュラムの策定について 
 学習者は，表 3-4-6 に示した 6 科目を同時に学ぶことが求められる。言語を計 2 科目，
「個人と社会」（グループ 3）から 1 科目，「理科」（グループ 4）から１科目，「数学」（グ







図 3-4-5 DP の学びの全体像 
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 言語 A：文学，言語 A：言語と文化，文学と演劇（※） 
 2 言語習得 
（外国語） 
 言語 B，初級語学 
 3 個人と社会 
 ビジネス，経済，地理，グローバル政治，歴史，心理学，環境システム社会（※），情
報テクノロジーとグローバル社会，哲学，社会・文化人類学，世界の宗教 
 4 理科 
 生物，化学，物理，デザインテクノロジー，環境システムと社会（※），コンピュータ
科学，スポーツ・運動・健康科学（※） 
 5 数学  数学スタディーズ，数学 SL（スタンダードレベル），数学 HL（ハイレベル），数学 FHL 
 6 芸術  音楽，美術，ダンス，フィルム，文学と演劇（※） 
（※） なお，「文学と演劇」はグループ 1 と 6 の横断科目。「環境システムと社会」はグループ 3 と 4 の
横断科目。また，「世界の宗教」及び「スポーツ・運動・健康科学」は SL（標準レベル）のみ。 


















表 3-4-7 DP における外部評価と内部評価 
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表 3-4-7 DP における外部評価と内部評価 






































（５） DP の評価課題例 
① 試験問題１：選択問題 SL30 問，HL40 問の例 
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（５） DP の評価課題例 

























③ 試験問題 3：実験についての質問事項の例(1) 
 





































④ EE(The extended essay） 8000 字論文（英文 4000 語）の具体例 








・国際バカロレア機構(2014).「プログラムの基準と実践要綱」 . International Baccalaureate 
Organization. 
http://www.ibo.org/globalassets/publications/programme-standards-and-practices-jp.pdf 
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機関 調査機関数 回答数 回収率（%） 
都道府県・政令指定都市立教育研究所，
教育（研修）センター 
72 62 86.1 
その他の教育研究所，教育センター 95 69 72.6 
教育研究所センター合計 167 131    78.4 
都道府県教育委員会 47 40    85.1 
政令指定都市・中核市の教育委員会 109 60    55.0 
教育委員会合計 156 100    64.1 
教育事務所 215   120  
合  計 538   351  
 
質問項目は，学習評価に関する調査研究や研修の実施状況についてである。調査研究は
平成 20 年学習指導要領改訂以後（小・中学校への要録通知は平成 22 年）に行われた研究
について，研修は，平成 28 年度の実施状況について尋ねた。また，研究や研修，各学校の
取組状況などを踏まえて，評価に関する課題について自由記述で回答を求めた。 
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教育事務所 215   120  
合  計 538   351  
 
質問項目は，学習評価に関する調査研究や研修の実施状況についてである。調査研究は
平成 20 年学習指導要領改訂以後（小・中学校への要録通知は平成 22 年）に行われた研究
について，研修は，平成 28 年度の実施状況について尋ねた。また，研究や研修，各学校の
取組状況などを踏まえて，評価に関する課題について自由記述で回答を求めた。 






教育センター・教育委員会は，34 機関（センター等 13，教育委員会 21）である。教育セ
ンターの 9.9%，教育委員会の 21%となっている。これを都道府県単位でみると，都道府県
立教育センター，都道府県教育委員会のいずれかまたは両方において実施したことがある
と回答があったのは，36 都道府県であった。平成 20 年度以降，評価に関する研究やプロ
ジェクト等を「特に実施していない」とした機関は，教育センターでは，80 機関（61.1%），
教育委員会では，40 機関（40％）となっている。都道府県の教育センター及び教育委員会










 センター等における研究成果の公開（調査研究報告書・事例集等）は，平成 22 年度まで
は，1～2 件にとどまるが，以後，平成 27 年度まで各年度 3～4 件の公開があった。また，
センター・教育委員会における「手引き」，「ハンドブック」等の資料公開は，平成 20・21
年度はそれぞれ 2 件，5 件にとどまるが，平成 22 年度以降 24 年度の三年間に，19 件，25





















教育センター・教育委員会は，34 機関（センター等 13，教育委員会 21）である。教育セ
ンターの 9.9%，教育委員会の 21%となっている。これを都道府県単位でみると，都道府県
立教育センター，都道府県教育委員会のいずれかまたは両方において実施したことがある
と回答があったのは，36 都道府県であった。平成 20 年度以降，評価に関する研究やプロ
ジェクト等を「特に実施していない」とした機関は，教育センターでは，80 機関（61.1%），
教育委員会では，40 機関（40％）となっている。都道府県の教育センター及び教育委員会










 センター等における研究成果の公開（調査研究報告書・事例集等）は，平成 22 年度まで
は，1～2 件にとどまるが，以後，平成 27 年度まで各年度 3～4 件の公開があった。また，
センター・教育委員会における「手引き」，「ハンドブック」等の資料公開は，平成 20・21
年度はそれぞれ 2 件，5 件にとどまるが，平成 22 年度以降 24 年度の三年間に，19 件，25



















表 3-5-1 教育センター等における評価に関する研究成果の刊行物 
*1 刊行物が機関のホームページに掲載されている場合は「○」 
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研修の種類 内容 件数 （%） 
a 全教員対象 学習評価研修・教育課程研修など 28 15.2% 
b.初任者対象 評価の考え方・観点別評価（教科別含む）など 48 26.1% 
c.年次研修・管理職研修 指導と評価・授業づくり（教科別含む）など 57 31.0% 
d.教科等別（b・c 以外） 観点別評価・多様な評価法・評価問題作成 39 21.2% 












具体的な研修の内容は，上の a～e に分類して表 3-5-3（p.131 以下）に掲載する。評価
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 観点別学習状況の評価については，第 2 章 3 節でも示しているように，平成 21（2009）
年に実施された小・中学校教員への意識調査において，小学校教員の約 81％，中学校教員
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表 3-5-3-a. 全教員対象 
講座名 対象 内容 



























































































表 3-5-3-a. 全教員対象 
講座名 対象 内容 




































































































































































































































































































































表 3-5-3-c. 年次研修及び教務主任・管理職対象 
 対象を指定した研修では，採用年次別に，臨時的任用教員（または非常勤講師），2-3 年次，
5 年次，6 年次，10 年次研修などがある。以下の表では，対象年次順に抜粋して示す。 
 
















































年次 5 年経験者研修 
 










































表 3-5-3-c. 年次研修及び教務主任・管理職対象 
 対象を指定した研修では，採用年次別に，臨時的任用教員（または非常勤講師），2-3 年次，
5 年次，6 年次，10 年次研修などがある。以下の表では，対象年次順に抜粋して示す。 
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・学習評価の在り方及び PDCA サイクル 
・学習評価の観点（関心意欲態度の評価） 
・評価資料の収集方法等 







































































































・学習評価の在り方及び PDCA サイクル 
・学習評価の観点（関心意欲態度の評価） 
・評価資料の収集方法等 
























































































































































表 3-5-3-e. 専門研修・要請研修等 
 評価に関する専門的な内容の研修，教育センター等の長期研修生向けの講座などの他，各
学校に出向いて行う研修，学校の要請に応じて行う研修も実施されている。 
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〈平成 25-27 年度〉 
県立惟信高等学校（英語） 
県立一宮南高等学校（理科） 
〈平成 26-27 年度〉 
  県立日進西高等学校（国語） 




〈目指す生徒像の設定〉     
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 (6) 5 校の実践のまとめ 








































 (6) 5 校の実践のまとめ 



















































































































学校名 科目名 育成する資質・能力 
センター附属高等学校 探究ナビⅠ（演劇） チームワーク 
府立港南造形高等学校 スペースデザイン 構想力，計画性，言語表現力 
府立三国丘高等学校 課題研究Ⅱ 科学的探究力，表現力 
府立大手前高等学校 理想
の ぞ み
（課題研究） 問題解決能力，論理的思考力 等 
府立生野高等学校 探究Ⅱ（課題研究） 科学的リテラシー 
府立貝塚高等学校 産業社会と人間 課題設定力，情報収集・編集力 等 
３．学校における評価の充実に向けた課題 

















査研究」(平成 28・29 年度全教連課題研究)に発展させ，研究を継続している。  
【参考・引用文献】 
高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究（大阪府教育センター） 
平成 26 年度報告書（平成 27 年 3 月発行）
http://www.osaka-c.ed.jp/category/investigate/publication/h26/H26_06_learnin
goutcomes.pdf 
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査研究」(平成 28・29 年度全教連課題研究)に発展させ，研究を継続している。  
【参考・引用文献】 
高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究（大阪府教育センター） 
平成 26 年度報告書（平成 27 年 3 月発行）
http://www.osaka-c.ed.jp/category/investigate/publication/h26/H26_06_learnin
goutcomes.pdf 
平成 27 年度報告書（平成 28 年 3 月発行）
http://www.osaka-c.ed.jp/category/investigate/publication/h27/H27_05.pdf 
（岡本 真澄） 






   を図るとともに，各学校が児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況に基づく自己 
   点検・自己評価を行い，教育課程の改善に資する。 
対象： 県内公立学校の全校長及び全教員等 
期間： 平成 23 年度～平成 28 年度（6 年間） 
 ○教育課程研究集会の研究概要 
 研究主題： 生きる力を育むことを目指し，基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・ 
       判断力・表現力等の育成，学習意欲を重視した教育を展開するための指導と評 
            価の工夫改善 
 開催部会： 15 部会（教育課程一般 外 各教科等） 
 研究の進め方： 参加者は，当該部会の研究主題，趣旨及び研究の視点を踏まえ，研究の 
        対象となる領域，単元，題材等を適切に設定し，実践的に研究を進める。 
 ○各教科等の研究主題及び研究の視点（抜粋） 
 【中学校外国語科】 
 研究主題： 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，コミ 
      ュニケーション能力の基礎を養うための指導と評価の工夫改善 
 研究の視点： 研究単元を設定した上で，(1),(2),(3)の視点を踏まえ,「指導計画」「指 
       導」「評価」の一連の流れを重視した研究を行う。 
       (1) 指導計画の工夫改善（略） (2) 指導の工夫改善（略）  
         (3) 評価の工夫改善 
           妥当性・信頼性の高い学習評価を行うためには,どのような評価規準 
         を設定し,どのような方法で生徒の学習状況を評価するか。 
            また,より効果的な指導を行うためには,評価をどう生かすか。 
２．研修の実際 
 （平成 27・28 年度 外国語科事例より「(3)評価の工夫改善」の視点のみ一部抜粋） 
（1） 平成 28 年度事例 












   を図るとともに，各学校が児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況に基づく自己 
   点検・自己評価を行い，教育課程の改善に資する。 
対象： 県内公立学校の全校長及び全教員等 
期間： 平成 23 年度～平成 28 年度（6 年間） 
 ○教育課程研究集会の研究概要 
 研究主題： 生きる力を育むことを目指し，基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・ 
       判断力・表現力等の育成，学習意欲を重視した教育を展開するための指導と評 
            価の工夫改善 
 開催部会： 15 部会（教育課程一般 外 各教科等） 
 研究の進め方： 参加者は，当該部会の研究主題，趣旨及び研究の視点を踏まえ，研究の 
        対象となる領域，単元，題材等を適切に設定し，実践的に研究を進める。 
 ○各教科等の研究主題及び研究の視点（抜粋） 
 【中学校外国語科】 
 研究主題： 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，コミ 
      ュニケーション能力の基礎を養うための指導と評価の工夫改善 
 研究の視点： 研究単元を設定した上で，(1),(2),(3)の視点を踏まえ,「指導計画」「指 
       導」「評価」の一連の流れを重視した研究を行う。 
       (1) 指導計画の工夫改善（略） (2) 指導の工夫改善（略）  
         (3) 評価の工夫改善 
           妥当性・信頼性の高い学習評価を行うためには,どのような評価規準 
         を設定し,どのような方法で生徒の学習状況を評価するか。 
            また,より効果的な指導を行うためには,評価をどう生かすか。 
２．研修の実際 
 （平成 27・28 年度 外国語科事例より「(3)評価の工夫改善」の視点のみ一部抜粋） 
（1） 平成 28 年度事例 






-   145   - 




















-   145   - 
































































＜平成 19 年度＞ 
○県立高校全校で目標に準拠した評価・観点別評価に基づく学習評価を実施 
○通知表に記載することなどにより評価結果を生徒･保護者へ通知 
＜平成 28 年 4 月から 2 年間ないしは 3 年間＞  
○県立高校改革実施計画Ⅰ期における指定校の取組（学習評価に係る 3 年間の 





















＜平成 26 年 11 月＞中教審総会「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方
について（諮問）」 
＜平成 27 年 8 月＞中教審教育課程企画特別部会教育課程部会「論点整理」 
＜平成 25 年 4 月＞ 
○平成 25 年度入学生から年次進行により，実施指針及び「学習評価の手引き」 
（各学校における年間指導計画の作成時参考資料）に基づく学習評価を実施 
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   各学校が公開研究授業を実施し，研究成果を発信している。 
 ②地域別研究成果発表会の実施 















○ 「学習評価の手引き」（平成 25 年 1 月神奈川県教育委員会） 
http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/life/1061188_3573440_misc.pdf 
（蘇武 和成）
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(1) 『学力向上研修会』（平成 28 年 5 月 18 日実施） 
①目的 各学校の実態に応じた学力向上への取組や指導方法の工夫改善を図る。 
  ②講師 国立教育政策研究所教育課程研究センター総括研究官 後藤 顕一 氏 
  ③対象 教諭等（市内各校の研究推進担当者等；悉皆
しっかい
） 
  ④「評価」に関する内容 
   ○学習評価の考え方 
    ・「探究的教授法のプロセス」等の導入 
    ・教師＜指導と評価の一体化＞ 子供＜学習と評価の一体化＞ 
    ・プロダクト評価からプロセス（＋プロダクト）評価へ 
    ・テストから真正の評価へ 
     （ノート，作品，発表，録音テープ，ビデオ，テスト，…） 
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  ○「学びをいかに見取り，次の授業につなぐか」が重要となる。 
  ○学習者中心型の授業づくりに取り組むコミュニティの育成を図る。 
(3) 『教育フェスタＫＡＷＡＧＯＥ』特別講演（平成 28 年 8 月 9 日実施） 
①目的 「アクティブ・ラーナー（能動的学習者）」としての子供観を共有し，主体的
で対話的な深い学びを追究する授業づくりの手立てについて考える。 
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   ○教師観の転換（「教える専門家」から「学びを支える専門家」へ）を図る。 
    ・子供の学びの様々な在り方をみつめる。  
 ・子供の学びを予想し，見通す。  
    ・課題のある子供だけではなく，中間層の子供を意識してみる。 
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欧州 4 か国：イギリス，ドイツ，フランス，フィンランド， 
北米 2 か国：カナダ，アメリカ合衆国， 
オセアニア 2 か国：オーストラリア，ニュージーランド， 
アジア 2 か国：シンガポール，韓国 
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（Assessment  for  Learning）」と呼ばれる形成的評価である。1998 年に刊行されたブラ
ックとウィリアムの「 Inside the Black Box」を土台とし，イギリスの教育評価研究者た










































図 1 小学校 2 年生のリテラシーに関す
る引き継ぎ資料の一部 
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VC では，AC にのっとり，「カリキュラムの内容（content descriptions）」とともに，「到
達スタンダード（Achievement Standard）」が示されている。「カリキュラムの内容」に
は，それぞれコードが付けられ，関係ウェブサイトにて，教授・学習のためのヒントと




連続して示したものである。VC では，英語と算数・数学には 11 のスタンダードが，そ
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供教科に応じて 2 年に 1 回の報告が求められている。各教科の成績は，5 段階評価で示
される。また，七つの AC の汎用的能力のうち，リテラシー（作文も含む），ニューメラ
シーについては毎年 5 月に全児童生徒を対象に実施される学力調査（NAPLAN）にて，ま
た ICT リテラシーも 3 年に一度の抽出調査（NAP）にて評価が行われているが，これらの
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 また，日常においては e-ポートフォリ 
オが活用されている。教育省が提供して 
いる MyPortfolio は全国規模で展開され 
ている e-ポートフォリオ・サービスであり，生徒は日々のエビデンスをここに記録し，
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• Can make sense of information 
experiences and ideas 
• Is intellectually curious  
• Asks questions 
• Can engage in ‘it depends’ thinking. 
 























           
 
   
 
Using language symbols and texts 
• Understands information that is 
communicated in words, numbers, 
movements and images 
• Can communicate with others using words, 
numbers, movements and images 
• Uses a range of technologies confidently. 
Managing self 
• Has a ‘can do’ attitude 
• Sees themselves as a capable learner 
• Is reliable, resilient and resourceful 
• Sets personal goals 
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えて，七つの AC の汎用的能力のうち，毎年 5 月に全児童生徒を対象に実施される学力
調査（NAPLAN）にてリテラシー，ニューメラシーの評価が，3 年に一度の抽出調査（NAP）
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本報告書では，第 1 章で，本研究の目的や位置付けを整理した後，第 2 章で教育課程の









割を果たしていることが報告されている（第 4 章）。 
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北米で提起された「21 世紀型スキル」に関する評価と教育プロジェクト（Assessment and 






ある。このことを踏まえ，ATC21S は 21 世紀型スキルの評価と教育を次のようにまとめて
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